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受賞作品

　ドローン産業株式会社と「災害時における無人航空機の運用による支援
活動に関する協定」を締結しました。
　この協定は、利根町内で災害が発生または発生する恐れがある場合に、
利根町からドローン産業株式会社に無人航空機の運用による支援活動を要
請し、情報収集や災害地図作成などにご協力していただきます。
　１月 16 日（月）、役場で行われた協定締結式で、ドローン産業株式会社
代表取締役の塚本様は「この協定によって、少しでも利根町に安心を与え
ることができれば、幸いと考えております」とごあいさつされました。
　佐々木町長からは「無人航空機による情報収集などが可能となったこと
から、迅速に町の被害状況を把握することができるようになり、今後起こ
りうる災害への備えや対応において、町といたしまして非常に心強いもの
となりました」と感謝の言葉が伝えられました。

　
１
月
８
日
㈰
、
立
木
区
に
お
い
て
「
あ
わ
ん
と
り
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
わ
ん
と
り
」
と
は
、前
年
に
お
祀
り
し
た
お
札・

お
守
り
・
正
月
飾
り
な
ど
を
お
焚
き
上
げ
し
、
そ
の

火
で
焼
い
た
お
餅
を
食
べ
て
無
病
息
災
を
願
う
行
事

で
す
。

　

こ
の
行
事
は
、
立
木
区
消
防
団
の
協
力
の
も
と
、

若
睦
會
が
主
催
し
行
わ
れ
、
当
日
は
30
人
ほ
ど
の
町

民
の
方
が
集
ま
り
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
持
ち
寄
っ

た
お
餅
を
焼
い
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

※
若
睦
會
と
は
…

　

若
睦
會
は
20
～
40
代
の
町
民
12
名
で
構
成
さ
れ
て

い
る
立
木
区
の
青
年
団
で
す
。
円
明
寺
盆
踊
り
の
太

鼓
演
奏
な
ど
、
立
木
区
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
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「災害時における無人航空機の運用による支援活動に関する協定」を締結「災害時における無人航空機の運用による支援活動に関する協定」を締結
ドローン産業株式会社と

（左から）ドローン産業株式会社　塚本代表取
締役、佐々木町長
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布
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俳
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第
８
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茶
俳
句
会

「
投
句
箱
優
秀
句
」
の
発
表　
７
月
～
１２
月

【
優
秀
句
】　　
　
　
　
選
者
「
馬
酔
木
同
人　
斎
藤
玲
子
」
応
募
数
６２
句

　
初
夢
や
母
の
匂
ひ
の
若
か
り
き　
　
　
利
根
町
布
川　
　
中
澤　
則
明

　
鍬
始
大
地
の
力
も
ら
ひ
け
り　
　
　
　
利
根
町
大
房　
　
大
野　
英
二

　
生
き
て
こ
そ
夢
を
希
望
に
年
新
た　
　
利
根
町
立
木　
　
飯
塚　
智
子

　
寒
晴
れ
や
辛
み
う
ど
ん
の
老
ふ
た
り　
利
根
町
中
谷　
　
田
上　
玲
子　

　
里
山
の
雨
に
光
る
や
花
八
つ
手　
　
　
利
根
町
布
川　
　
中
西　
武
文

　

今
も
昔
も
、
小
中
学
生
に
「
俳
句
と
は
？
」
と
問

え
ば
「
五
七
五
」
と
答
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
俳
句
を
作
る
人
は
？
」
と
問
え
ば
、「
芭

蕉
そ
し
て
小
林
一
茶
」
が
出
て
来
ま
す
。

　

こ
ん
な
に
有
名
な
「
小
林
一
茶
」
が
約
２
０
０
年

前
に
利
根
町
（
布
川
）
と
深
く
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
一
茶
の
句
碑
が
立
っ

て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
布
川
一
茶
俳
句
会
は
、
１３
年
前
に
こ
の
一

茶
ゆ
か
り
の
利
根
町
を
再
び
俳
句
の
盛
ん
な
町
に
し

よ
う
と
仲
間
が
集
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
、
町
内
３
つ
の
小
学
校
の
３
年
生
以

上
の
全
て
の
学
級
で
、
俳
句
作
り
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
毎
年
秋
に
は
、
や
は
り
一
茶
と
か
か
わ
り
が

深
い
徳
満
寺
さ
ん
を
会
場
に
「
布
川
一
茶
俳
句
大
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
の
一
般
参
加
作
品

が
３
０
０
点
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、利
根
町
教
育
委
員
会
も「
心
の
教
育
の
充
実
」

の
一
つ
に
「
俳
句
」
を
据
え
る
な
ど
、
小
学
校
５・６

年
生
、
中
学
校
１・
２・
３
年
生
の
す
べ
て
の
児
童
生

徒
が
参
加
し
て
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
に
町
の
俳
句
熱
を
高
め
よ
う
と
、

利
根
町
役
場
・
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー
・
利
根
町
図

書
館
に
投
句
箱
を
設
置
し
て
投
句
い
た
だ
き
、「
広
報

と
ね
」
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
「
投
句
箱
優
秀
句
」

の
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
年
に
２
回
、
７
月
と
１
月
の
初
め
に
開
箱

し
て
、「
馬
酔
木
同
人
斎
藤
玲
子
先
生
」
に
厳
正
な
審

査
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
投
句
者
が
多
い
と
は
言
え

な
い
感
じ
が
し
て
お
り
ま
す
。
昨
今
、
テ
レ
ビ
で
も

俳
句
の
番
組
が
人
気
で
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
、
お
気

軽
に
投
句
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
心

か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

投
句
箱
へ
の
投
句
の
お
す
す
め

日本ウェルネススポーツ大学様から英語教育用 AIロボットが寄贈日本ウェルネススポーツ大学様から英語教育用 AIロボットが寄贈

　このたび、学校法人タイケン学園日本ウェルネススポーツ大学（柴岡
三千夫学長）より、英語教育用 AIロボット「みんなのチャーピー先生」
15台が寄贈していただけることとなり、１月 26日（木）、その受領式が行
われました。
　「みんなのチャーピー先生」は、小学生向けの英会話表現について、本
体に搭載された AIにより、実際に対話をしながら学習を行うことができ
る英会話ロボットです。
　受領式で、日本ウェルネススポーツ大学の上原事務長より「これをきっ
かけに子供たちが英語に興味を持っていただけることを期待しています」
とのお言葉をいただき、佐々木町長と海老澤教育長から感謝の言葉が伝え
られました。４月から、利根小学校や「子ども英語教室」で活用し、さら
なる英語教育への教材として活用させていただきます。

　１月 31 日（火）、「令和４年度茨城
県下水道促進週間コンクール」知事賞
入賞者の表彰式が行われました。
　県内 44 市町村から応募された作品
総数 32,907 点の中から、入賞 36 点
が選ばれました。利根町からは「新聞
部門」で利根中学校１年髙橋迅さんが

「知事賞準特選」を受賞されました。
　　

受賞された髙橋さんのコメント　
　ぼくは、たくさんの人に水を大切に使ってもらいたいと思い、この新聞を作り
ました。生活に深く関わっている下水道について、考えてもらう機会になれば光
栄です。
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